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付録4 公開データの作成
4.1 ネットワークデータの作成
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図 4-A　ネットワーク図

マッチング処理では調査地点ベースでネットワークを考える必要があったが，シミュレー

ションで使用する汎用データとして，図 4-Aのように交差点をノード，交差点間の道路をリ

ンクとしたネットワークを作成した．

ネットワークデータのノード番号，リンク番号は以下のようなルールで決定した．

l 交差点を示すノード

交差点は，その形状がノード番号により判別できるようにした．

l 発生・集中ノード

発生・集中ノードは，交差点間の施設・細街路または調査エリアの端点にあたり，車

両がここからネットワーク上にわきだしたり，ここへ沈み込んだりするためのノード

で以下のようなノード番号をつけた．

l ダミーノード

現地調査の際に調査地点が少なくネットワークが粗くなった部分があり，この様な部

分では発生・集中ノードの位置が特定できない．
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この時，発生・集中すると考え得る複数の位置にダミーノードをそれぞれ設け，これ

らのダミーノードから一つの発生・集中点へリンクさせた．

それぞれについて表 4-Aのようにノード番号をつけた．

表 4-A　ノード番号のルール

ノード番号

発生・集中ノード（両方） 2桁までの数字（**）
発生ノード（発生のみ） 100番台(1**)
集中ノード（集中のみ） 200番台(2**)
三肢交差点 300番台(3**)
四肢交差点 400番台(4**)

その他（多肢，小規模） 500番台(5**)
ダミーノード 600番台(6**)

4.2 車両軌跡データ

照合処理で得た車両軌跡を，付録 4.1のネットワーク図のノード番号を使用し車両軌跡データ

を作成した．データは１行を 1 軌跡とし以下のような項目をカンマ区切りとしたフォーマット

で作成した．

① ID ﾅﾝﾊﾞｰ [I1～I5]

各車両軌跡に付けた通し番号

② ﾌﾟﾚｰﾄﾅﾝﾊﾞｰ（4桁）[I4]

③ 通過ﾉｰﾄﾞ数(＝n)[I1～I2]

車両がＯﾉｰﾄﾞ（起点）からＤﾉｰﾄﾞ（終点）までに通ったﾉｰﾄﾞの数

④ O ﾉｰﾄﾞ番号

⑤ O ﾉｰﾄﾞ通過時刻

⑥ D ﾉｰﾄﾞ番号

⑦ D ﾉｰﾄﾞ通過時刻

⑧ １番目のﾉｰﾄﾞ番号，2番目のﾉｰﾄﾞ番号，…，n番目のﾉｰﾄﾞ番号

1番目のﾉｰﾄﾞ通過時刻，2番目のﾉｰﾄﾞ通過時刻，…，n番目のﾉｰﾄﾞ通過時刻

※各通過時刻は，午前 0:00を 0とし分換算した時刻を入力した．

以上の情報をコンマで区切ってデータ化した．
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4.3 OD 表

ＯＤ表は，全調査時間帯のものとＯＤ交通量の時間変化がわかるように 10分おきのものを作

成した．

ＯＤ表のフォーマットは表 4-Bの通りである．

表 4-B　公開ＯＤ表（全時間帯）

4.4 信号データ

4.4.1 データの種類

信号による交通流の変化を再現するためには信号データが必要である．作成に必要なデ

ータは以下の 6つである．

表 4-C　各種データ

データ 備考

全交差点の位置を

示した全体図

交差点の位置を知り，オフセットの関連性を理解するために必要

交差点図 各交差点の車線数や形状、信号灯器の有無を知ることができる。また進入禁止、

一方通行などの交通標識から交通規制などを知るために必要である。

信号階梯図 信号 1周期中での各信号現示の青、赤、全赤等の信号表示の切り替わり時点を表
わす信号表示図でこの図から信号の流れをつかむことができ、現示数、ステップ

数、各現示内での固定現示・可変現示を分類することができる。

サイクル長、

スプリット値

固定時限表 黄色信号、全赤信号などサイクルの値に関わらず、常に一定の秒数をとる固定現

示の秒数が知ることができる。

オフセット値 他の交差点との連動の関係を調べる際に必要である。オフセット基準交差点と対

応現示が明確であることが重要である。
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4.4.2 公開用信号データのフォーマット

図 4-D のようなフォーマットで作成した．

421 420 600 15 12 2 10 421 1 2

1 1 51 204 10 1 1 1 2 3 3 3 3 3 3
1 1 51 201 1 1 1 1 2 3 3 3 3 3 3
1 1 51 57 100 1 1 1 2 3 3 3 3 3 3

1 1 104 51 10 1 1 1 2 3 3 3 3 3 3
1 1 104 57 1 1 1 1 2 3 3 3 3 3 3
1 1 104 201 100 1 1 1 2 3 3 3 3 3 3

2 1 101 57 10 3 3 3 3 3 1 1 1 2 3
2 1 101 204 1 3 3 3 3 3 1 1 1 2 3

2 1 101 51 100 3 3 3 3 3 1 1 1 2 3
2 1 57 201 10 3 3 3 3 3 1 1 1 2 3
2 1 57 51 1 3 3 3 3 3 1 1 1 2 3

2 1 57 204 100 3 3 3 3 3 1 1 1 2 3
1 2 0 0 0 1 4 3 3 3 3 3 3 3 3

2 2 0 0 0 3 3 3 3 3 1 4 3 3 3
420 435 0 120 0 35 5 2 3 5 55 5 2 3 5
435 450 0 120 0 35 5 2 3 5 55 5 2 3 5

450 465 0 120 0 35 5 2 3 5 55 5 2 3 5
465 480 0 120 0 39 5 2 3 5 51 5 2 3 5
480 495 0 120 0 39 5 2 3 5 51 5 2 3 5

495 510 0 120 0 39 5 2 3 5 51 5 2 3 5
510 525 0 120 0 39 5 2 3 5 51 5 2 3 5

525 540 0 120 0 39 5 2 3 5 51 5 2 3 5
540 555 0 120 0 39 5 2 3 5 51 5 2 3 5
555 570 0 120 0 39 5 2 3 5 51 5 2 3 5

570 585 0 120 0 39 5 2 3 5 51 5 2 3 5
585 600 0 120 0 39 5 2 3 5 51 5 2 3 5
0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2
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武蔵野中央交差点

図 4-D　信号データフォーマット

１． 交差点番号

２． 調査開始時間：　7：00
３． 調査終了時間： 10：00
４． サイクル長・オフセットの変化する時間単位：15分
５． 車両行数

６． 歩行者行数

７． ステップ総数

８． オフセット対象交差点番号

９． オフセット対象現示

１０． 現示数

１１． 系統：番号が同じものはすべて同じ系統である。

１２． 利用者：１―車両、2－歩行者
１３． 交差点流入部番号

１４． 交差点流出部番号

１５． 車両軌跡方向：100－左折、10－直進、1－右折
１６． 開始時刻

１７． 終了時刻

１８． オフセット値：絶対オフセット

１９． サイクル長

２０． 現示番号：番号が同じものは同じ現示である。

２１． 1サイクルの信号の流れ：1－青、2－黄、3－赤、4－歩行者点滅、５－青矢印
２２． ステップ秒数


